
第２号様式 

 

事業計画書 

事業名 ふるさとの川と森を守れ！灰塚川「千年の森」づくり 

場所 沼津市 大平地内 

実施予定期間   平成 29 年 7 月 1 日 ～ 平成 30 年 3 月 31 日 

日程 実施項目・作業項目 

平成 29 年 

 7 月 

企画検討、関係機関・講師等打合せ 

（人員配置：スタッフ 3 人） 

・ 事業全体の企画を検討し、関係機関（沼津市、大平地区連合自治会、沼津市

教育委員会、大平小、大平小ＰＴＡ等）、講師との調整を行う。 

 8 月 

～ 

参加者募集 

（人員配置：スタッフ 2 人） 

・ 募集チラシを作成し、沼津市大平地区の学校や自治会、公共施設、地域企業

等に配布する。 

・ 広報ぬまづや報道依頼、当法人ホームページ等でも広報する。 

 9 月 

～ 

12 月 

灰塚川環境出前講座（3 回） 

（対象者：大平小ＰＴＡ・児童・教職員等 100 人、場所：大平小等、人員配置：

講師 2 人／回、スタッフ 2 人／回） 

・ 生態系の専門家（植生・野鳥・トンボ類等）の指導による、灰塚川の河畔林

の豊かさや生き物の生態等を学ぶ出前講座を 3 回（ＰＴＡ対象 1 回、児童・

教職員等対象 2 回）開講する。 

灰塚川環境セミナー（2 回） 

（対象者：大平地区住民・沼津市民等 100 人、場所：大平地区センター等、人員

配置：講師 2 人／回、スタッフ 2 人／回） 

・ 生態系の専門家（植生・野鳥・トンボ類等）による、灰塚川の生態系や生物

多様性の解説と、今後の環境整備の方向性を考えるセミナーを 2 回開催する。 

10 月 

灰塚川自然観察会（1 回） 

（対象者：市民等 50 人、人員配置：講師 2 人、スタッフ 2 人） 

・ 生態系やネイチャーゲーム等の専門家の案内による、昆虫・野鳥・植生等の

観察会を 1 回実施する。 

11 月 

灰塚川河畔林再生ワンデイチャレンジ（1 回） 

（対象者：市民等 30 人、人員配置：スタッフ 5 人） 

・ 灰塚川左岸中・下流部の河畔の荒廃竹林の伐採と、竹破砕機によるチップ化

作業を 1 回実施する。 

平成 30 年 

 1 月 

～ 

 2 月 

灰塚川植樹地造成工事（1 回） 

（対象者：市民等 30 人、人員配置：スタッフ 5 人） 

・ 河畔林再生ワンデイチャレンジで荒廃竹林を伐採した河畔（約 150 ㎡）にお

いて、抜根・整地・自然堤防造成等の工事を 1 回実施する。 

 2 月 

灰塚川「千年の森」づくり植樹・保育活動（1 回） 

（対象者：市民等 50 人、人員配置：講師 1 人、作業スタッフ 5 人） 

・ 灰塚川左岸の植樹地造成工事地において、潜在自然植生の苗木（エノキ・ム

クノキ・ケヤキ等）150 本の植樹活動を 1 回実施する。 

・ 昨年度の植樹地の下草刈り等の保育活動を実施する。 

 3 月 事業実績書作成 



事業効果 

① ふるさとの宝物である灰塚川の河畔林の貴重性と生態系の豊かさ、環境悪化

の現状と河畔林保全活動の必要性が、参加者の児童・教職員・大平地区住民・

沼津市民等延べ 360 人に実感される。 

② 環境悪化が進行する、灰塚川左岸中・下流部の河畔の荒廃竹林約 200 ㎡が、

伐採・チップ化等の具体的な実践活動によって、新たに再生・整備される。 

③ 潜在自然植生の苗木 150 本が新たに植樹され、昨年度事業で植樹した苗木 150

本の保育と共に、灰塚川の原風景の河畔林の再生がさらに拡大・強化される。 

④ 灰塚川の河畔林保全活動を推進するための、沼津市大平地区連合自治会や沼

津市民との連携体制が強化され、灰塚川周辺の沼津・三島両市の住民が主体

となった、地域協働による広域的な「保全システム」と「セーフティーネッ

ト」がさらに強化・現実化される。 



 ※評価の視点については、募集の手引きを確認してください。 

公益性 

灰塚川の河畔林保全活動の推進においては、平成 28 年度事業の実施により、沼

津市の大平地区住民・大平地区連合自治会や、三島市の御園地区住民・河川愛護団

体「松毛三日月会」、周辺企業、沼津市・三島市・静岡県東部農林事務所等との「地

域協働」の体制づくりが進行している。また、本事業は、全国的にみても貴重な三

日月湖の原自然の保全活動であり、社会的にも公益性が高い。 

発展性 

平成 28 年度からの本事業の継続実施によって、沼津市の参加者のさらなる増加

が期待でき、三島市との「地域協働」による保全体制の構築が期待できる。 

また、灰塚川は、富士山からの地下水を水源とする湧水河川・源兵衛川流域の末

端に位置しており、東洋一の湧水量を誇る湧水河川・柿田川にも近接している。将

来的には、すでに多くの観光客が訪れている両河川とともに、県東部の「広域的・

水と緑の水ネットワーク」を構築して、広域的な環境改善活動の成果を内外に広く

アピールし、新たな観光客を獲得することで、灰塚川周辺の地域振興に発展させて

いく。 

地域性 

当法人では、平成 17 年頃より、灰塚川の「千年の森」づくりに取り組み、右岸・

三島市側と左岸・沼津市側で活動を推進してきた。その成果として、これまで中心

となって活動を推進してきた三島市民を核として、河川愛護組織「松毛三日月会」

が結成された。 

一方、沼津市民の灰塚川の認知度や参加意識は、当地が狩野川の右岸で飛び地と

なっていることもあり、三島市民に比べればやや低いのが現状であった。 

これを受けて当法人では、平成 28 年度に沼津市民間支援まちづくりファンド事

業において、大平地区連合自治会との協力体制を構築し、沼津市民を中心とする参

加者 195 人と、左岸上・中流部の河畔林再生活動に着手することができた。 

平成 29 年度も、本事業を継続実施し、左岸中・下流部の荒廃竹林の再生の拡大・

強化と、児童・ＰＴＡ・教職員等の新たな沼津市民の参加も得て、両市の市民を中

心とした、「地域協働」による「千年の森」づくりの推進体制の強化を図る。 

必要性 

灰塚川には、静岡県レッドリスト絶滅危惧ⅠＡ類（県東部）のミナミメダカ等の

魚類約 30 種、カワセミや静岡県レッドリスト絶滅危惧Ⅱ類のオオタカ等の野鳥約

60 種等の多種多様な生き物が生息している。加えて、灰塚川河畔林は狩野川流域

に唯一残る原自然であり、地域の歴史・環境資源として大変貴重で、後世に残すべ

き「ふるさとの宝物・ふるさとの森」といえ、その保全と維持は地域の課題であり

責務ともいえる。 

先導性 

本事業は、灰塚川の河畔の荒廃竹林の伐採、伐採竹材のチップ化による堆肥とし

ての活用、竹しがらによる自然堤防の補強等、地域資源の再生・循環利用による河

畔林の再生手法や、地域協働による保全体制の構築等を目指すものであり、沼津市

のみならず、全国的に見てもモデル的な先進事例となることが期待できる。 

継続性 

灰塚川の「千年の森」づくりに向けた、沼津・三島両市民・ＮＰＯ・企業・行政

との新たな「地域協働」の仕組みは着々と構築されつつあり、本事業の終了後も、

市民主体による河畔林保全活動の継続が期待できる。将来的には、三島市の中心市

街地を流下する農業用水路である源兵衛川と大溝川、灰塚川、狩野川流域を連携さ

せた「水と緑のネットワーク・回廊」を構築して、「ふるさとの川と森」の生物多

様性の保全体制の強化等も期待される。 


